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生体機能性分子としての糖鎖の解析と利用
～ バイオマーカー探索と解析技術の開発 ～

課題解決のきっかけに！近くにあった研究と人材 医療・健康・福祉

キーワード バイオマーカー、がん、尿、血清、分析機器開発

理学部 生物学プログラム 教授 長束 俊治

・検査薬や治療薬のR＆Dにおいて糖鎖の解析を必要とする企業
・糖鎖分析装置の開発に協力してくれる企業
・糖鎖研究開発拠点(コンソーシアム)の形成に興味を持つ自治体等

核酸・タンパク質に続く生命の第３鎖である糖鎖の構造と機能の研究を行っています。糖鎖は
情報分子であり、多様な情報を担っています。例えば、がん化など細胞の状態変化を敏感に反
映するため、バイオマーカー探索の標的として注目されています。国が主導する大型研究推進
計画（ロードマップ2020）の15件の課題にも糖鎖研究（グライコームプロジェクト）が選定
されました。基礎医学分野から選ばれた2件の内の1つです。このように糖鎖分野は、将来の飛
躍的拡大が強く期待されている分野です。

社会的背景と研究の概要

研究の成果とアピールポイント

期待される効果

つながりたい分野（産業界、自治体等）

医薬関連メーカー
・疾患特異的糖鎖の探索ができます。
・複雑で高度な技術を必要とする糖鎖解析を行えます。
食品関連メーカー
・糖鎖関連高機能性食品の開発ができます。
機器メーカー
・糖鎖シーケンサーの開発ができます。
自治体等
・糖鎖関連のコンソーシアムを形成できます。

網羅的な分析すなわちグライコーム解析の手法を確立す
ることに成功しました。現在はその手法を用いて、ヒト
尿でのバイオマーカー探索や、モデル動物の糖鎖データ
ベース作成を進めています。

糖鎖解析のニーズ
がん特異的な糖鎖マーカーを開発したい。
その他疾患特異的な糖鎖マーカーを開発したい。
幹細胞の分化マーカーを開発したい。
ウイルス感染レセプターを調べたい。
抗体医薬の糖鎖構造を調べたい。
糖鎖関連機能性食品を開発したい。
抗菌薬を開発したい。
糖鎖データベースを開発したい。

「外来者」は最初に糖鎖に触れ、
情報を交換する

細胞表面の糖鎖
Glycocalyx

すべての細胞は糖鎖に覆われている

RT: 0.00 - 120.00
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mouse_liver_100mg-2_N #1976-2001 RT: 23.87-24.08 AV: 4 NL: 1.35E5
T: ITMS + c ESI E Full ms [250.00-2000.00]
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mouse_liver_100mg-2_N #1947-2024 RT: 23.47-24.38 AV: 14 NL: 2.27E1
T: Average spectrum MS2 899.90 (1947-2024)
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糖鎖構造（分岐と結合様式）

生データ

HPLC MS MS2

疾患マーカーの探索

癌です

正常細胞

疾患細胞

疾患特異的な

糖鎖を探して

います

糖鎖の形が変わる

早期診断できれば治る
可能性が上がります

糖鎖解析の方法


